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好酸球性副鼻腔炎の診療ガイドライン作成と実態調査 

 

研究代表者  藤枝 重治  福井大学 学術研究院医学系部門・教授  

Ａ．研究目的 
本研究班の JESREC 研究によって作成された

好酸球性副鼻腔炎の診断基準と重症度分類アル

ゴリズムは、かなり普及し広く国内で用いられる

ようになった。もちろん好酸球性副鼻腔炎患者の

増加もあると思われるが、これまで検討もされて

いなかった手術症例においても術前に診断され

ることが一般的となり、好酸球性副鼻腔炎患者の

手術症例が増加してきた。2007 年頃には、大学病

院で 30～40％であったが、最近では 60％程度だ

とも言われている。そこで 2015 年 1 月 1 日から

本研究グループで行われた手術症例を再度検討

し、症例数（率）、重症度割合の変化を調べるこ

とを目的に、まずは電子登録システムを作成する

こととした。 

好酸球性副鼻腔炎治療は、経口ステロイドのみ

が有効であるとされるが、実地臨床ではマクロラ

イド抗菌薬、それ以外の抗菌薬、鼻噴霧用ステロ

イド、抗ロイコトリエン薬、漢方薬も使用されて

いる。それらの効果についてはほとんどないと考

えられているが、時に効果がある症例にも出会う。

そこで本研究では、治療ガイドライン作成を目的

に、手術症例用電子登録システムを使用して、保

存的治療の経過を検討するシステムも同時に作

成する。 

 

Ｂ．研究方法 

電子登録システムは、本研究班が立ち上げた

「好酸球性副鼻腔炎の診断ガイドライン作成と

実態調査」に関する研究のホームページ

（https://jesrec.jp/index.html）内に Staff only

の認証ページを作成し、そこから登録するように

した。登録内容は、施設番号、性別、年齢、発症

年齢、身体所見（鼻茸、粘稠な鼻汁、後鼻漏、顔

面痛、嗅覚障害、嗅裂閉鎖、骨導閾値上昇、中耳

貯留液、滲出性中耳炎）、鼻茸スコア、喫煙、血

液所見（血中好酸球率、白血球分画）、抗原特異

的 IgE、総 IgE,呼吸機能、副鼻腔 CT スコア

（Lund-Mackay スコア）、鼻茸組織中好酸球数、合

併症（気管支喘息、アスピリン不耐症、好酸球性

食道炎、好酸球性胃腸炎、慢性好酸球性肺疾患、

好酸球性膿疱性毛包炎、好酸球性筋膜炎、アレル

ギー性気管支アスペルギルス症、アレルギー性鼻

炎、アトピー性皮膚炎、食物アレルギー、蕁麻疹、

薬剤アレルギー）、JESREC スコア、好酸球性中耳

炎の大項目と小項目、最終診断を簡便に選択する

方式にした（別紙１）。 

さらに術後の予後調査として、手術日、手術様

式、術後の使用薬剤（経口ステロイド、鼻噴霧用

ステロイド）、鼻茸スコア、鼻洗浄の有無、再発

の有無、サンプル採取の有無（血液、鼻茸、マイ

クロバイオーム）鼻閉・粘稠な鼻汁・頭痛・嗅覚
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障害に関する VAS(visual analogue scale)を数回

行い、記載できるようにした（別紙２）。 

保存的治療の予後調査は、患者登録内容は手術

用と同じとした。予後調査票は、手術関連の内容

を削除し、来院のたびごとに、使用薬剤（マクロ

ライド抗菌薬、それ以外の抗菌薬、経口ステロイ

ド、鼻噴霧用ステロイド、抗ロイコトリエン薬、

漢方薬）、鼻茸スコア、鼻閉・粘稠な鼻汁・頭痛・

嗅覚障害に関する VAS(visual analogue scale)

にて治療効果を判定できるようにした。 

 

（倫理面への配慮） 

平成 30 年 4 月 1 日から施行された「臨床研究

法」に則って、登録システムを作成した。情報管

理は万全の体制をとった。患者登録は、各施設に

おいて倫理委員会の承認を受けたのちに行うこ

ととした。福井大学において平成 29 年 10 月に倫

理委員会の承認を受け、共同研究施設に通知し、

順次承認をうけている。実際の登録時には、患者

からの同意を文書で得たのち、登録することとし

た。 

 
Ｃ．研究結果 

本政策研究班ホームページとして、Home

（News＆ Topics）、概要（研究代表者挨拶、

JESREC Study とは、組織、関連リンク）、一

般の方へ（難治性好酸球性副鼻腔炎とは、オープ

ンアクセス論文）、Staff only（認証ページ）、お

問い合わせ（Email）から構成されたページを作

成し掲載した（https://jesrec.jp/index.html）。 

各症例の登録は、本政策研究班ホームページか

ら認証ページにアクサスし、User IDとPassword

で login できるようにした。各研究分担者に別々

の ID と password を振り当て、それぞれが自分

の登録症例を閲覧することができ、統計処理もで

きるようにした。研究代表者のみが、すべてを閲

覧できる。 

福井大学の手術症例は、患者同意を得たものか

ら順次入力を開始している。研究分担者の施設も

順次倫理委員会の承認を受け、患者の同意を取得

し始めている。 
 

 

Ｄ．考察 
各研究分担者は、この登録システムを使用する

ことで、自験例の管理統括できるようになった。

このことは、学会発表などの際にカルテから情報

を引き出すことを不要とした。また統計処理も、

再発あり・なしなどの入力によってその主要因子

同定、他の基本情報との有意な関連性などを確実

に早く、正確に行える。平成 30 年度は、各施設

からの登録を増やしていく予定である。 

さらにシステムを拡大する場合には、登録可能

施設を増やすことも考慮している。 

 

Ｅ．結論 

今後利用上有益な、好酸球性副鼻腔炎患者登録

システムが完成した。厳重なセキュリティで稼働

させ、目標症例登録件数（2000 例）に近づける。 
 

Ｆ.健康危険情報 

特になし 
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11) 高林哲司、坂下雅文、意元義政、加藤幸宣、

徳永貴広、吉田加奈子、成田憲彦、藤枝重治：

鼻粘膜の領域特異性からみた鼻茸形成メカニ

ズムに関する検討  第 56 回日本鼻科学会 

2017.09.30 甲府 

 

12) 高林哲司、意元義政、吉田加奈子、成田憲
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アレルギー学会 2018.02.23 下関市 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況(予定を含む) 
1.特許取得 

 なし 
 
2.実用新案登録 

 なし 
 
3.その他 

 なし 
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